
シックな赤の中に未来の希望を感じれるクリスマスリース

使用材料

赤系ﾊﾟﾝｼﾞｰとグラデーション

クリスマスリースを作ろう
メインテーマ

赤系のﾊﾟﾝｼﾞｰ・ﾋﾞｵﾗのグラデーションの中にガーデンシクラメン
の赤色ハボタンの紫を配置し希望を表現します。周辺部から頭
頂部にかけて濃いグリーンで装飾し全体を引き締めます。

　　冬から春にかけての一年草、寒さに
強く、４月には大きな株になります。

　　　花がらを摘むと次々花が咲きます。

パンジー・ビオラ

ﾍﾃﾞﾗﾍﾘｯｸｽ
　　寒さに強く、半日陰で元気に育ちま
す。挿し木、取り木でいくらでも増やせ
ます。庭植えでは広がりすぎて困ってし
まう場合もあります。

ｱﾘｯｻﾑ

秋から冬に植えて夏まで咲き続けま
す。夏の暑さや蒸れに弱く枯らしてしま
うことが多いので１年草のように見えま
すが、夏前に切り戻し風通しの良い半
日陰で管理すると秋には大きな株に生
長します。

時々、大きな株になったのを見かけま
すよね。

年間を通して乾燥気味に管理します。
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赤色のｶﾞｰﾃﾞﾝｼｸﾗﾒﾝ

耐寒性があり葉は1年中を通して楽しめ
ます。成長が早くつる性の茎が地面を
這うように伸び節から根が出て脇芽も
伸びます。4月から5月ごろ小さな薄紫
の花が連なるように開花します。

この寄せ植えでは刺し色として植えま
すので明るい赤色を使います。

ミニハボタン

　秋から春にかけての花壇、寄せ植え
に重宝される素材です。大きなﾊﾎﾞﾀﾝ
はお正月のイメージが強いですがミニ
ハボタンはかわいらしくいろいろな場面
で使われます。
今回は、赤紫と薄紫で葉に切れ込みの
あるタイプを使用します。

ガーデンシクラメンは日本の農家が寒
さに強い系統を選抜、交配し開発した
品種です。屋外植えで大丈夫です。

植付時は根鉢をあまり崩さないようにし
て植え付けます。

グレコマ

また、球根が埋まらないように浅く植え
ます。
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使用資材 植物

1、　植え付け準備

リングリースに培養土を１/３の深さまで入れます　　肥料を全部入れて混ぜます

培養土を入れ緩効性の肥料を混ぜます
リースの場合は植えたあとで肥料をあげることができにくいので
緩効性の肥料を多めに与えます
今回は住友化成のマイガーデンを20ｇ混ぜます

2、　配置を考えましょう

リングを隣に置き草花を並べてみます。

いろいろ、入れ替えて

好みの配置を見つけましょう

赤・紫・白・乳白色など同じ色を固めたり

ばらばらに配置したり

並べ替え

してみます

花の背景には葉の緑色が隙間なく

埋めているのでどのような配置も

違和感なく見えます

製作手順

リングリース 培養土

ミズゴケ
土入れ園芸ハサミ

化成肥料

ガーデンシクラメン

パンジー・ビオラ

アリッサム

ハボタン

ヘデラヘリックス

グレコマ
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3、　苗の準備をします

シクラメンは底に巻いた根と側面の根をほぐし肩の土を落とす程度でまとめます
他の草花は

・苗の根元を指の間で支えポットを逆さにしそっとポットを抜きます
・抜いた根鉢の下の部分を２ｃｍほど剪定ばさみできりとります
・根鉢のサイドを２ｃｍほど剪定ばさみで切り取ります
・水に根鉢を漬けて水を十分吸わせ軽く絞ります

ヘデラは1本ずつ分けます

苗の準備が完了しました

こうすることで

植え付けに専念する

ことができます

結果、きれいに

植え付けができます
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4、　植え付けましょう

　　　中心になる部分から植え付けを始めます
　　　中心がないものは最下部から植え付けます

      所定の位置に草花を配置し、培養土を土入れで
　　　入れます
　　　次に、指を使ってジュートムシロとの間に
　　　隙間ができないように詰めます
　　　この時、硬く詰め過ぎないようにしましょう

　　　2株ほど植えこんだら培養土の上部を
　　　ミズゴケでマルチングします

　隙間なく詰めます

植え付け完了

ミズゴケマルチング

培養土
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5、　水やりします

植え付け 水やり 培養土補充 ミズゴケマルチング

上記の手順がベストです

完成後　フェンスに吊るしてみました

その後の管理
植付後1週間は寒さに当たらない場所で養生してください。
その間の水やりは毎日午前中にしてください。
その後の水やり間隔は、リースの置き場所により変わります。
リースが乾いたら水につけてください。

（1週間に1回程度でよいと思います。）

置き場所 ：日当たりの良い場所。
　　長期的には屋外管理。短期的には室内でも可。

（クリスマスにはリビングで
キャンドルの明かりやモミの枝などを飾り
楽しんでください。）

施肥 ：緩効性肥料なので3月ごろまでは必要ないと思います。
　　3月から4月にかけて葉の色がうすくなるようなら
　　水やりの水に液肥を混ぜてください。(1週間に1回）
　　　　　　　 （余った液肥は花壇や鉢物に利用してください。）

或いは、化成肥料（すぐ溶ける普通のタイプ）をミズゴケに潜り込ませてください

今回は植え付けながらミズゴケ
のマルチングをしました　その
ためミズゴケのマルチングはや
りやすいのですが、植え付け後
の水やりの方がやりにくくなっ
ています
（水やり後の持ち帰りが大変なので）

この後、ご自宅で植え付け後の
水やりをする場合、培養土と根
鉢を十分に密着させるために、
写真のようにリースを水に浸け
ながら水やりしてください
また、今後の水やりも同じ方法
で行うと完全な水やりができま
す
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寄せ植えの寿命 5月の連休前後

その後の管理
解体 ヘデラ・グレコマはほかの寄せ植えに

再利用してください。

この器は夏に向かっての寄せ植えには向きません。
（養土の入る量が少ないので）

また、秋に利用してください。
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